
別紙様式第11号

高収益作物次期作支援

現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積
の現況面積

（令和４年度末）
（a）

三重県農業再生協
議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

299.0 309.0

【東員町地域農業再生協議会】
野菜（ブロッコリー）
産地で推進する8号化成・みえきた園芸化成等を導入。土壌改良のための苦土
石灰・アヅミン等の導入を進める。
【四日市市農業再生協議会】
野菜（メロン）
産地で推奨する品種（ソナタ）の栽培及び土壌改良資材（アズミン苦土石
灰）の施用。
【津北地域農業再生協議会】
花き（切り花）
Ｓミネカル等の土壌改良材等の導入・利用を推進する。その他資材を活用し
た取組。
【松阪市農業再生協議会】
野菜（ブロッコリー）
栽培ごよみに基づく土壌改良材等の散布を行う。
【紀宝町農業再生協議会】
果樹（レモン）
マイヤーレモンの産地で、安定生産のための土壌改良材を導入。
【伊賀市農業再生協議会】
花き（切り花）
輸送コストの削減、新たな農薬等の導入。
【名張市農業再生協議会】
野菜（みつば）
都道府県追加品目であるみつば（水耕）について、生産性の向上を目指し、
肥料・農薬等を検討し導入するとともに、ろ過装置の更新等により作柄の安
定化・高品質化を図る。
【松阪市農業再生協議会】
花き（切り花）
産地で推奨される品種（ストック）を継続して導入、栽培し、栽培ごよみに
基づく土壌改良材等の散布を行う。
【明和町農業再生協議会】
花き（切り花）
市場への安定供給を図るため実需者のニーズに即した品種の生産に努め、適
切な土壌改良を行う。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

津南地域農業再生
協議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

232.0 232.0
野菜
機械化体系の導入を推進。土壌改良材(農力アップ)等の導入・利用を推進。
産地で推進する農薬（ジュリボフロアブル）等の導入・利用を推進。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

伊勢市農業再生協
議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

389.5 389.5

野菜
産地で推奨する品種の導入及び高品質な農産物の生産に向けて産地で戦略的
に推進する肥料の導入。
花き
実需者ニーズに即した品種の導入及び高品質な農産物の生産に向けて産地で
戦略的に推進する農薬の導入。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

高収益作物次期作支援交付金に関する事業評価票

事業実施主体名
事業
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成果目標の内容

成果目標の達成状況

具体的な取組内容 地方農政局長等の意見


